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エッジの進化：コアからエッジまで成功を導く

2

Generative AI（生成 AI：以下、GenAI）とエッジイン
テリジェンスを強化する新たなデジタル基盤の必要性

調査に回答した日本の企業のうち、
約 84％は GenAIがすでに自社のビ
ジネスに変革をもたらしている、ま
たは今後 18か月以内に変革をもた
らすと考えている。1また、日本の企
業の 3分の 2は、AIワークロード
とアプリケーションがインフラスト
ラクチャを変革させる最大の推進力
であると回答している。2

別の調査では、日本企業の 38％が
GenAIアプリケーションを本番環
境に導入しており、52％が初期テ
ストや概念実証（POC）を実施し
ていることが明らかになった。1こ
の結果は、コアからエッジまでの
インフラストラクチャに GenAIが
大きな影響を与えていることを示
している。

GenAIの台頭によって業界の構造が再編さ
れつつあり、イノベーション、自動化、顧
客エンゲージメントにおいて、前例のない
機会が生まれている。

エッジコンピューティン
グは次世代のデジタルイ
ノベーションの最前線と
して関心を集めており、
「エッジの進化」を推進し
ている。それに伴い、レ
ジリエンスを備え、将来
を見据えたデジタルエコ
システムを構築するため
の変革的なアプローチが
求められている。

組織が GenAIの力を最大
限に活用するには、ユー
ザーやアプリケーション
に、より多くのインテリ
ジェンスを提供できるよ
う、エッジコンピューティ
ングを統合した最新のデ
ジタル基盤が必要となる。

Sources: 1 IDC’s Future Enterprise Resiliency and Spending Survey, 2024, Wave 10 (Japan n = 50), 2 IDC’s Worldwide Digital Infrastructure Sentiment Survey, 2024, (Japan n = 161),  
3 IDC’s Future Enterprise Resiliency and Spending Survey, 2024, Wave 8 (APEJ n = 250)
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2025年は、アジア太平
洋地域の多くの企業にお
いて、エッジ ITに対す
る IT支出が最も増加す
ると予測されている。そ
の要因には、GenAIサー
ビスを遠隔地や顧客に近
づける必要性の高まりが
挙げられ、それによって
業界に特化したユース
ケースの可能性も拡大す
る。一方、日本はオンプ
レミスモデルからクラウ
ドへの移行が最優先事項
として挙げられ、エッジ
ITの優先度は 6位となっ
ている。3


